
(ア) 342=77+30+B+67
B = 168
（イ）アルベド：反射率

=30 / (30+168)
= 0.15

（ウ）地表面の熱収支
入ってくるエネルギー

168 + 324
出ていくエネルギー

24 + C + 40 + 350
∴C = 78

答え １

30



(a) 正しい （図5.5）
(b) 間違い （表5.1）
(c) 正しい 教科書P106 （図5.5）
(d) レイリー散乱

散乱強度∝1/λ4

1/0.44÷1/0.64≒ 5
正しい

答え ２



太陽

太陽からの距離
（半径）d0

単位面積

→S0

この球の内面が受けるエネルギー
4πd0

2×S0 （１）
太陽から半径dのところで単位面積に入
射するエネルギーをSとすると

4πd2×S （２）
共に太陽から放射される全エネルギーな
ので、（１）＝（２）が成立
∴ S =  S0 d0

2/ d2

半径d0の球を考える
太陽から放射されるエネルギーは、この球の内
面全体が受けるエネルギーに等しい

単位面積が吸収するエネルギー：S0(1-A)
太陽から距離dのところ半径rの惑星が受
け取るエネルギー
太陽から見たら惑星は円で面積はπr2

S (1-A) πr2

= S0 (1-A) πr2 d0
2/ d2 （３）

半径r

距離d

→S



太陽

太陽からの距離
（半径）d0

単位面積

→S0

太陽から距離dのところ半径rの惑星
が受け取るエネルギー
太陽から見たら惑星は円で面積はπr2

S (1-A) πr2

= S0 (1-A) πr2 d0
2/ d2 （３）

半径r

距離d

→S
表面温度T

長波放射

惑星から放出される長波エネルギー
4πr2×σT4 （４）

（３）式と（４）式が釣り合う

S0 (1-A) πr2 d0
2/ d2 = 4πr2×σT4

∴S0 (1-A) d0
2/ d2 = 4σT4 （５）

ただし、T = 260 ℃

太陽から距離が2dのところでは、同様に下
式が成立

S0 (1-A) d0
2/ (2d)2 = 4σT’4 （６）

（６）÷（５）より
S0 (1-A) d0

2/ (2d)2 = 4σT’4

S0 (1-A) d0
2/ d2 = 4σT4

1/4 = T’4/ T4

T’4= 1/4 T4

両辺をルートを
取ると
T’2= 1/2 T2

T’= T/√2 
= 260 / 1.41
≒ 184

答え ４



(a) 間違い
長波放射は大気に吸収される→大気を加熱



(b) 正解



(b) 正解

×

入射する太陽放射
342

そのうち、大気による吸収
67

地表に到達する割合
(342 – 67) / 342 ≒ 0.80

(c) 間違い

答え ４



寒冷前線

停滞前線
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